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二度つ > けて 土曜日が 雨だった。 —— 三 木 は、 雨 だ 

つてむ しろ 出かけたかった が、 青木からの 誘 ひの 手紙 

に —— よく 晴れた この 次の 土曜日 を 待つ —— とい ふ 念 

がお して あるので、 二度の 日曜日 をつ y けて 全く 孤独 

の 安息で 暮 した 後だった せいか、 今朝 起きて、 麗らか 

な 空 を 見出した 時には、 思 はず、 

「や あ、 愉快 だな！」 

と、 中学生の 遠足の 日の 朝の 心地 を 思 ひ 出しながら、 

つぶやいた。 「それに、 月曜日 は 祭日で は あるし …… 」 



「久し振りに、 青木さん と ゆっくりお 話が 出来て 結構 

な こと！」 

妹が うらやま しさう に、 そんな こと をい つた。 

「どっちの 青木 …… ？」 

三 木 は、 いふまで もな く 兄の 青木と、 そして 三 木の 

妹 は、 青木の 妹の 雪 子と それん \ 学生時代からの 親し 

い 友達であった。 

「だって 兄さん、 そんな こと をい つたって、 雪 子さん 

と 二人 だけで 話なん て 出来る？」 

「 」 

三 木 は、 妹に そんな こと をい はれて、 その やうな 光 



景を 想像す ると、 胸苦しい ほどの 切ない 嬉し さに 打た 

れる だけだった。 

明るい 芝 原の 丘が あった —— 魚の 泳いで ゐる のが 手 

にと る 如くう か y へ るすみ 渡った 小川が 流れて ゐる I 

I 蜜柑の 山が 翼 を ひろげて 小さな 村 を 胸のう ちに 抱い 

てゐる —— もう、 蜜柑が 大分 色づ いた 頃に 違 ひない I 

I あの 綺麗な 蜜柑畑の 丘 へ 昇って 行きながら、 途中で 

振り返る と 和やかな 青い 海原が 池の やうに 見 降せ る… 

三 木 は、 青木の 村 を 思 ふ と 屹度 蜜柑 の 季節が 浮 か び 

あがる —— 自分 だけ 馬に 乗って 丘 を 昇って 行く先 頭の 



と 注意した が、 三 木 は、 関 はず、 皮 をむ いた。 

「雪 子 は 意地悪なん だよ。 だまして、 そんな もの を 他 

人に 喰べ させて、 酸ッぱ がる 顔 を 見ようと して ゐ るん 

だよ。 止せく。 そんな 青い 蜜柑が 喰べ られる もの か 

—— あ、 俺 は 見た、 V けで も 歯が浮いて たまらな いご 

青木 は 更に、 そんな 風に さへ ぎって ゐ たが、 三 木 は、 

「平気 だ ご 

といって、 いきなり 口の なかへ ほうり 込んだ。 

二 



三 木 は、 蜜柑の 酸 さに 身ぶ る ひして、 

「これ は 驚いた！」 

ぺ ッ！ と、 思 はず ほき 出した。 向 方 を 見る と 雪 子 

が 手 を 打って 笑って ゐた。 

「ね、 三 木さん、 あたし をつ かまへ て 御覧なさいな。 

若し、 つかまへ たら、 あたしの 頰ッぺ た を 一 つぎ ゅッ 

とつねっても 好い わ。 そんな 酸っぱい 蜜柑 を瞞 して 食 

ベ させた 罰と して —— 」 

「だって、 雪さん は 馬に 乗って 逃げ出 すんだら う。 そ 

れぢ や、 到底つ かまる 害が あり はしない ご 

「そんなら、 ドリアン (青木 家の 馬) を、 あなたに 貸 



して あげても 好い わ、 乗れる？」 

「乗れる I 」 

と 三 木 は 返事して しまった。 彼 は、 生来 馬 を あまり 

好まぬ 質だった が、 ドリアンなら 大丈夫 だら うと 思つ 

た。 だが、 それに は 余程の 決心が 必要だった。 

長閑な 小春日和の 野 山で ある —— 酸っぱい 蜜柑 —— 

戯れ —— 娘の 頰を つねる とい ふ (決して、 つねったり 

する もの か —— その 時 は、 その代りに その 頰に 接吻 を 

しても かま はぬ であらう) 目的で、 勇敢なる 青年が 駿 

馬に 打ち またがって、 可憐な 娘 を 追 ひかけ て 行く —— _ 

三 木 は、 そんな 戯れな 情景が、 何だかお 伽噺か 神話 



と 青木 も 賛成した。 

三 木 は、 両脚が かすかに ふるへ てゐ るのに 気づいた。 

彼 は、 常々 どんな 馬に も 近寄れぬ 質であった。 その ギ 

ョ ロリ とした 大きな 眼 玉 や たくましい 鼻腔の フィゴ の 

やうな 息づ かひ などに たま/^ 接近して 見る と、 

化物で も 見た かの やうな 無性な をの、 きに 襲 はれる の 

が 常だった。 

そんな 恐れと、 娘の ふくよかな 頰の 魅力と、 そして 

薄ら 甘い メルヘン 気分の 陶酔と が、 しばらくの 間 眼の 

先で 火花 を 散らして ゐ たが、 

「ぢ や、 ドリアン はこ、 におき 放しに して 行く わよ。 



ぎで 追 ひかけ ない と、 逃げ 手 は 君、 この 山ぢ うの 路な 

ら 何ん な 草 蔭の 兎の 道 だって 弁へ てゐる ほどの ラウ デ 

ンデ ライン (森の 娘) なんだから、 都から 来た 獵人は 

忽ちのう ちに 見失って しま ふぜ。 俺 は、 こ、 で、 

見晴 して ゐる ことにし ようよ、 この 世に も 不思議な 競 

走 を …… 」 

青木 は、 からか ふやうな 調子で そんな こと をい ひな 

がら、 ドリアンに 近寄れないで 変な 身 構へ で 立 竦んで 

ゐる三 木の ために その 轡を とった。 

三 木 は、 腕で 額の 汗 を 拭 ひ、 上着 を 脱ぎ 棄 てると、 

眼 をつ むって 馬上の 人と なった。 そして 彼 は、 胸の 底 



で、 

「死んでも 関 はない。 ァク テオンの やうに —— 」 

と 覚悟した。 

「君 は、 その ま、 逆 ふこと なしに 乗って さへ ゐれ ばド 

リア ンは、 自分から 進んで 女主 人の 後 を 追うて 行く に 

違 ひない から、 君 はた > 落 ちない こと だけに 注意して 

ゐれば 好いだら うさ ご 

青木 は、 そんな 注意 も 与へ た。 

「いや、 ドリアンなら 自信が あるよ。 平気 だ。 この 分 

では、 全速力 を 出しても 俺 は 立派な 騎手が つとまり さ 

うだよ ご 



三 木 は、 観念した 後に、 そんな 自慢 をい つて、 即座 

に 出発し ようと 手綱 を 振った が、 ドリアン は 一 向 歩き 

出し もしない のであった。 木馬の やうに 行 手 を 眺めた 

ま、、 凝ッと 立ち どまって ゐる だけだった。 

「ドウ、 ドウ！」 

三 木 は、 威厳 を 含めた 太い 声で 唸った が 更に 利 目 は 

なかった —— 三 木 は、 焦れて、 馬の 腹 を 蹴った。 が、 

ドリアン は 鈍い 眼ば たきをした、 V けで なほ も 動かな か 

つた。 

「まるで 銅像の やう だ。 君の 顔 も、 そんな 風に 武張つ 

たと ころ は、 仲々 強さう に 見えるな、 たしかに 軍人 だ 



しき 

青木が 笑った が、 三 木 は 聞えぬ 風 をして 切りに ス 

タ ） ^を あせって ゐ るので あつたが、 まるで ドリアン 

は 真の 銅像に 化した かの やうに 動かなかった。 

「何う したんだ らう。 ドリアン は 気分で も 悪い のかし 

ら？， - 

三 木 は、 困惑の 色 を 露 はに して 情な ささう に 青木に 

「女主 人の 口笛 を 聞かなければ 動き 出さない の だら う。 

ともかく ドリアン は、 雪 子に は、 他人に は 想像し がた 

い 範囲で 慣れて ゐ るんだ から、 その 眼前に 主人が ゐな 



子の 姿 を 見出して、 それ を 追 ひかけ てゐる —— と 思 ひ、 

更に、 仲々 大胆な 騎手 だ！ と 感歎して ゐる だら う I 

I などと いふ 勝手な 得意 さ を 抱いたり して ゐた。 

それにしても、 何と 速 かに 走る ドリアン である こと 

よ、 若し や 気で も 狂 ふたので はなから うか？ 

「^ —— と、 すると、 おれ は 救 ひ を 呼ばなければ ならな 

ヽ やゝ I 

レカ 」 

それとも 行 手に 雪 子の 姿が 現れて ゐる のかな？ そ 

ん なら、 この 勢 ひで は 忽ち 追 ひついて しま ふだら う I 

I 三 木 は、 かう も 思って 怖る 怖る たてがみの 間から 前 

方 をす かして 見た が、 雪 子の 姿 どころ か、 煙草 畑が 荒 



れ狂 ふ濤の やうに 映る だけで、 探し 索め る 隙な ど は 決 

して 得られぬ。 

ドリアンが 駆ける 以上 雪 子 は その 行 手に 居る に 違 ひ 

ない の だ、 間もなく 追 ひつく であらう …… 。 

三 木 は、 かう 確信して、 ドリアンの 駆ける がま、 に 

任せて、 自分 は 息を殺して その 背中に 吸 ひついて ゐた _ 

そして、 怖れ を 忘れる ために、 雪 子に 追 ひついた 時の 

幸福感ば かり を 仔細に 想像した。 —— あたり は 一 面の 

煙草 畑であった。 丈よりも 高い 煙草の 幹 は、 団扇の や 

うな 葉 を 拡げて ゐ るから、 若し この辺で 雪 子 をつ かま 

へる ことが 出来たら、 その 頰に 熱い 接吻 を 寄せた にし 



「何時の間にか、 そんなと ころに 戻って ゐ たな。 よし、 

今 行って つかまへ て やる よご 

三 木 は 虚勢 を 示した。 

「あたし、 はじめ からこ、 にゐ て、 ドリアンに 合図 を 

して ゐ たのよ。 こ、 から 下まで 充分 声が と、 V くから、 

ドリアン は 全く あたしの 自由だった のよ。 気がつかな 

かった の、 三 木さん は？」 

三 木 は 無念だった が 何う する こと も 出来ず あかくな 

り、 その ま、 丘の 上まで 進まう とすると、 また ドリア 

ンは 彼の 手綱で は 動かない の だ。 —— と 雪 子が、 口笛 

を 鳴らし、 手 まねき を 示す と、 ドリアン は 一 ト 息に 駆 



ら、 どうして 一年 も 訪れなかった の だら う —— 雪 子 は、 

ちょい/ \ 上京して 此方の 妹 を 訪れて ゐる さう だが、 

自分 はいつ も 勤めに 出て ゐる 留守中で、 考 へて 見る と、 

あの ドリアン 騒ぎ 以来 一 度 も 会って ゐな いの だ …… 。 

さう 思 ふと 三 木に は、 あの 時 ダイ アナ を 連想した 雪 

子の、 その他の 姿 は 想像す る こと も 出来なかった。 あ 

の 荒々 しく 颯爽た る 雪 子の 印象 だ けが 、 写真 の やうに 

はっきり 残って ゐた。 

この頃 三 木 は 馬に 相当の 自信 を 持つ ことが 出来た。 

あの 時の 失敗で 彼 は 奮起して、 東京に 戻る がいな ゃ郊 

外の 乗馬 倶楽部に 入会して 相当の 練習 を 経て ゐ たから、 



それ も 青木 達に 誇りたかった。 

三 木 は 時計ば かり を 気にしながら 漸く 一 日の 会 社務 

め を 終へ て、 汽車に 乗った。 N 駅に 着く 三十 分 も 前に 

完全に 日が 暮れて、 夜釣り 漁火が 窓から 眺められた。 

N 駅に は 青木が 待って ゐた。 青木 は 三 木の 顔 を 見る 

と 同時に、 

「雪 子の 奴 は、 夕方までに 帰る といって 東京に 出かけ 

たのに まだ 帰らない。 あいつ はこの 頃お しゃれで 仕方 

がない よご といった。 

r ぢゃ、 停車場の 前で 次の 汽車 を 待た うご 

「ドリアン を この頃 は 馬車 馬に してし まって ね、 今 も 



慣れて？」 

「去年だった かしら —— 雪 子さん の 為に 酷い 目に会つ 

たの は —— あれから、 口惜し まぎれに 乗馬 倶楽部な ど 

に 入った ので、 少く とも 馬に 対する 恐怖 だけ はなくな 

つた ご 

r ぢゃ 御者に なって ね ご 

「鞭 はシ ー, ^の 下に 入って ゐ る？」 

「鞭なん ぞ 使って はいけ ない のよ。 —— 可哀さ うぢ や 

ない の、 ドリアンが —— 。 そんなら 鞭の 役目で、 あた 

しも 御者 台に 並ぶ わご 

三 木が 手綱 をと つた 傍らに 雪 子が 並び、 靴の 先で 軽 



古い 型の 不良 青年な のよ ご 

雪 子の 話に よると、 青木の 亡父 時代の 村長 家との 共 

同事 業の ための 負債が 残って ゐ るの ださう であった。 

そして 雪 子が 縁談 を 断る と、 そんな 負債に 関する こと 

で 様々 な 恩 を 着せる のであった。 

「あたし、 あまり 馬鹿々々 しいんで、 少々 意地悪に な 

つて やった のよ。 で —— そんな 御 恩があ るん ならお 断 

リ する わけに は ゆきません わね、 た、 V あたし は 未だ 自 

分に はそんな 話 は 早い と考 へて お断りして ゐたゾ けな 

ん です けれど あたし は、 そんな こと をい つて 息子 

の 顔 を 凝つ と 見て やった のよ。 そしたら ね、 息子の 奴 



ッ たら、 とても 真面目な 顔 をして —— (僕と 君の 間で 

—— ) だって！ 何が、 僕と 君 だ！ と あたし は疳癩 

を咏 へて 神妙に して ゐ ると —— (そんな 水臭い 話は必 

要ないで せう) —— なんて、 済して 弁士の 声色 見たい 

な こと をい ふの よ。 あたし 噴き出し たくなる の を、 や 

つと こらへ てゐ たけれ ど …… 。 さう/^ 丁度、 この辺 

のと ころだった わ、 矢 ッ張リ あたしが あの 汽車で 東京 

から 帰って来 ると、 何う して 知った のか 聞き もしな か 

つた けれど、 息子 は ドリアンの 馬車で ちゃんと 迎 へに 

来て ゐ たの —— 。 …… その 時、 もう 少しで 彼奴に キッ 

ス されて しま ふところだった わよ ご 



雪 子 は 憤つ として、 自分の 部屋に 引き あげて、 窓 か 

ら 様子 を 見て ゐた。 

伯楽が、 ドリアンの 手綱 を 引いて 門 を 出て 行かう と 

した 時 雪 子 は、 吾 を 忘れて、 常々 から、 ドリアン にだ 

け 通じる 意味の 最も 鋭い 口笛 を 鳴した。 —— すると、 

ドリアン は、 気た、 ましい 叫び を 発して、 突然 後ろ 脚 

で 立ち あがった。 それ を 見た 伯楽 は 眼の 色 を かへ て、 

暴れ馬 を 取りお さへ にか、 つたが、 馬の た、 V ならぬ 気 

合に おそれ をな して (馬 は 二人の 男に 蹄 を あげて 飛び 

か、 りさうな 勢 ひ を 示した。 そして、 あべこべに 伯楽 

に 向って 追 ひかけ さう になった。) 一目散に 遁走して 



けたと ころなん だよ。 恰度 好い から 一緒に 行かう ご 

村長と 息子 はこ も，^ 甘言 を 用 ひて 雪 子の 同行 を 

す、 める のであった。 

「この間の 晚の ダイビング は 面白かった？」 

あまり 息子の 態度が 白々 しいので 雪 子 は、 斯んな こ 

とで も 訊いて やらう かしら —— など 、 思った。 

九 

—— しかし 雪 子 は、 いふまで もな く 同行 を 辞退した。 

「ちょっと そこまで 散歩に 出る とい つて 来たので すか 



そんな、 滑稽 味の 多分に 含まれた 騒動の 話 を 三 木 は、 

月 あかりの 夜道 を ごろ /^と 呑気な 音 をた て、 進んで 

行く 馬車の 上で 雪 子から 聞かされ たが、 一向 笑へ なか 

つた。 

「その ま、、 この 車と 一緒に ドリアン は あたしの もの 

に 帰った の だけれ ど —— この 馬車 は 村長の 家の ものな 

の よ。 馬車 だけ を 引 いて 帰る の も 具合が 悪 いと 思って、 

それ ッきリ 取 返しに も 来ない のよ。 —— その 時、 もう 



一 つ とても 可笑しい ことがあつ たのよ。 ：•：. これ ぢゃ 

仕方がな いから 一 先づ ドリアン だけ は 返して おかう I 

I と 村長が いふので、 あたし 達 は ドリアン を 馬車から 

脱して、 ぢゃ どうぞ 車 をお 持ち帰り 下さい とい ふ 

と、 (よし、 ぢゃ 僕が 引っぱって 行く。) 息子が さう い 

つて、 馬 をつな ぐ 害のと ころの 梶棒 を 持ち あげた ぢゃ 

ない の、 ところが、 ひとりで、 いくら 力持ち だって 人 

間が 馬の 代りなん て 出来 はしない！ 持ち あが リ もし 

な いぢ やない の。 (そんなら 二人が、 リで 引いて 行か 

う。) と 村長 も 業腹に なって、 息子と 片々 宛で 梶棒 を 持 

つて、 引き出さう としたんだ けれど、 到底 駄目 さ。 I 



I ハツ ハツ ハ …… 皆な で 思 はず 笑 ひ 出して しま つ た わ。 

するとね、 村長 父子 は 自尊心 を 傷 けられた と 見えて、 

真ッ 赤に なって (今に 見て ゐろ、 屹度 ドリアン 諸共 取 

返して 見せる から —— 。) と 物凄い 捨 科白 を 残して 引 

き あげたの よ。 その 時、 あたしに は 聞えなかった けれ 

ど (馬車と 一緒に 雪 子 も 伴れ て 行く から そのつ もりで 

ゐる がい、！) なんてい つて ゐ たんです ッて …… 」 

雪 子は堪 まらな く 可笑し さう に 思 ひ 出し 笑 ひ を 繰 返 

して ゐ たが、 三 木 は、 凝ッと ドリアンの 蹄の 音に 耳 を 

傾けた まゝ、 感歎に 堪へ ぬが 如き 神妙な 調子で、 

「雪さん と ドリ ァ ンは 恰度 ダイ アナと そ の 護衛 卒 の や 



うな もの だ ご と 唸った。 

「冗談 ぢ やない。 …… だけど、 あたしが 若し 何処かへ 

お 嫁に 行く としたら 何う した つ て ドリアン はお 伴に な 

る だら うと 思 ふと 」 

「とても 都会 生活 は 出来ない なご 

三 木 は、 寂し さうな 声で 眩いた。 

「さうよ、 ドリアンが ゐ なければ、 あたし 明日からで 

も 東京へ 行きたい わ。 遊びに 行っても 〔# 「行っても」 

は ママ y 直ぐに 斯う やって 帰って来 るの は ドリアンが 

気になる からな の …… 」 

三 木 は、 胸のう ちで 眩いた つもりだった のが 不図 口 



の 先に 浮んで ゐた。 

「ダイ アナの 護衛 卒は、 ダイ アナの 永遠の 処女性 を 護 

るた めに …… 」 

「え？」 

「 告げ 得ら れる もの なれば 他人に 告げ て 見よ、 ダイ ァ 

ナの 裸身 を 見た と —— そんな 言葉 を 思 ひ 出したん だけ 

れ どご 

「何う したの、 三 木さん —— 。 それ、 芝居の 科白な 

の？」 

「ドリ アンが ゐる 以上 は、 誰も 雪 さ ん を 誘惑す る - J と 

は 出来ない のか！ と 思ったら 僕 は 何だか、 とても 愉 



「 一 体 俺 は 何う したら 好 いんだら う。 雪 子の こと を 思 

ふと 憂鬱に ならずに は 居られな いご 

村に かう して 愚図々 々して ゐれば 結局 雪 子 は 村長 家 

へ 行かなければ ならなくなる かも 知れない、 雪 子はド 

リ アンに 対して は それ 程の 犠牲 心 位 は 持って ゐる …… _ 

「が、 それで は 雪 子が 憐れ 過ぎる ご 

麗ら かな 朝の 陽 を 浴びながら 三 木と 青木が 蜜柑 山へ 

散歩に 出かける 途中で、 青木 は 変な 苦笑 を 浮かべな が 

ら首を 項げ た。 

丘 は 一 帯に 漸く 色 づき か、 つた 蜜柑の 樹に覆 はれて 

ゐた。 三 木 は、 一 年 前に 訪れた 時の 風景と あたりが 全 



「ドリアン は 倒れる まで 駆け 続ける だら う …… ドリア 

ンが 昏倒す る 様 を 妹 は 窓から 認める であらう …… その 

時お 前 は、 次の 停車場で 汽車 を 降りる か？ と 俺 は、 

その 話になる と 雪 子に 訊ねる の だ。 無論 降りる —— と 

雪 子 は 答へ る —— それで 吾々 の 一 身上に 就いての 相談 

は 何も彼も 頓挫して しま ふの が 常例なん だよ。 想像で 

なくって それと 同じ 事件が、 つい ート月 前に も 起った _ 

昏倒した ドリアン は 雪 子に 介抱され ると 忽ち 蘇生して 

しまった …… 雪 子 はとうく 恋愛 も 犠牲に して、 以来 

ドリアンと 暮 して ゐるご 

「恋愛 事件が あつたの？」 



界 を^く 切なる 想 ひだけ で、 

しあて ゝゐ た。 
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